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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S2 施策名 学校プール開放事業の見直し

担当部課 くらし文化部生涯学習課 関係部課 教育総務課

第６次総合計画・基本目標 　４　誰もがいきいきと安心して暮らせるまち

行政改革指針・重点課題 　１　経営改革の推進

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 長久手市スポーツ推進計画

施策開始の背景、経緯等 支出に対して収入（受益者負担）が少ないため、利用料金を見直す必要がある。

（どのような施策なのか）

支出に対して収入が少ないため、料金改定、運用方法の見直しを行う。

（誰、何を対象にしているか）

市民

（対象をどのような状態にしたいか）

料金改定、運用方法を見直すことにより収入を増やす。

Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 中期 長期
（2019） （2020） （2021） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 中期 長期
（2019） （2020） （2021） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

他市町のプール等の料金について調査を行った。
令和元年度有料（高校生以上：1人100円）入場者237人
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施策に係る取組① 学校プール開放事業の見直し

長小：878人
南小：1,038人
合計1,916人
他市町のプール等の料金につ
いて調査した。

料金の改定等他市町を調
査する。

2,000人
新たな運用を実施する。

2,050人
新たな運用を実施する。

2,150人
新たな運用を実施する。

学校プール開
放管理委託

4,263千円
学校プール開
放管理委託

4,261千円 未定 未定 未定

消耗品費 121千円 消耗品費 151千円

(延べ) 1,916 人 (延べ) 中止 人 (延べ) 2,000 人 (延べ) 2,050 人 (延べ) 2,150 人

施策に係る取組②

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

受益者負担を見直し、収入を増やす。

(進捗状況や課題など）

市民に対し、8月の夏休み期間中に長久手小学校及び南小学校のプールを開放しているが、高校生以上
は一人１００円を徴収しているが中学生以下は無料のため、利用者全員の有料化に向けた検討を行う。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

現在、高校生以上は一人100円を徴収しているが、高校生以上の利用者は少ないため効果は低い。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

利用料の見直しを図る検討とともに事業の必要性についても併せて検討する必要がある。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当

・引き続き利用状況を確認するとともに、行政改革の重要課題事業第１弾で示したスケジュールに基づき、「料金改定、
運用の見直しの検討、方針決定」を行ってください。
・利用率の低さ・費用対効果などを踏まえた上で、コロナ禍で事業中止となった令和2年度の市民への影響や、利用者全
員を有料化した場合の利用率等について、検証してください。

内部意見への回答
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施策の意図に係る
費用対効果の分析
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